
鶴ヶ島駅周辺地区まちづくり構想（案）【ダイジェスト版】

＜鶴ヶ島駅周辺地区の将来像（目指すべき最終目標）＞

鶴ヶ島駅周辺地区では、今後、更なる人口減少・少子高齢化の進行が見込まれます。

そのため、安全で快適な歩行空間の創出や魅力ある商店街づくり等により、居心地の良い、歩行者中心の充実した暮らしの確保を図ります。また、ガーデンパークの活用

や新たな交流拠点の整備等により、地域住民をはじめとした人々の憩い・交流・にぎわいが創出されるよう、様々な関係者が協働しながら一体的なまちづくりに取り組みます。

そして、鶴ヶ島駅周辺地区がいつまでも活力にあふれ、誰もが笑顔になり、安心して住み続けられる、そんな好循環が生まれるまちを目指します。
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＜まちづくりの４つの方針（将来像の実現に向けた取組）＞
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＜まちづくりの主要課題＞
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＜地区の現況＞
■概況

・戦後の開拓を経て、早期に市街化が進行し、古くから本市の活力をけん引

・近年は、急速な人口減少・少子高齢化が進んでおり、今後もその傾向は続く見込み

■市民意見（市民アンケート、団体ヒアリング、まちづくりワークショップ）

・「道路空間の整備」、「商店街の活性化」、「歩くことが楽しいと感じられるまちの整備」を求める意見が多い

・ガーデンパーク及び新たな交流施設は、期待する声がある一方で、居住環境への影響を懸念する声もある
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